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 先週の日曜日の福音は、ヨハネ福音書 6 章のはじめに語られている、五千人

を超える大勢の人々がイエスの分け与えてくださった五つのパンと二匹の魚に

よって、有り余るほどに満たされた奇跡の物語でした。 

 先週の福音に語られていた出来事の後で、イエスを捜し求めて後を追って来

た人々に対して、「あなた方がわたしを捜しているのは、しるしを見たからでは

なく、パンを食べて満腹したからだ」と今日の福音でイエスは言われます。こ

のおことばが言おうとしていることは、先週わたしたちが聴いた奇跡の物語は

それを実際に体験した人々にとっても、一つのしるしであるということです。

更に言えば、イエスが行われたと聖書が語る奇跡の出来事を実際に体験したと

しても、その出来事が持つしるしとしての意味を見て取ることが出来なければ、

それはそのときだけのこととして終わってしまうということです。奇跡は日々

繰り返されることはありません。奇跡を求めるだけでは本当の生きる力を獲得

することはできません。このことはわたしたちを当惑させ、落胆させるかもし

れません。反省してみると、わたしたちが願い求め、祈り求めていることも、

イエスの後を追ったあの人々がイエスに期待していたことと、それほど違うも

のではないことが多いからです。そのようなわたしたちを、ヨハネ福音書はイ

エスの奇跡が持つしるしの世界へと招きいれようとしています。事実、ヨハネ

福音書はその全編に渡って、奇跡ということばを注意深く避け,その代わりにし

るしということばを用いています。聖書に語られている奇跡の出来事が持つ意

味を、そのしるし性を読み取ってほしい、それがヨハネ福音書がわたしたちに

訴えていることです。このようにしてヨハネ福音書はわたしたちをイエス・キ

リストへの真の信仰へと導こうとしているのです。 

 それなら、単なる奇跡願望としての信仰を脱して、ヨハネ福音書が求めてい

るようなイエス・キリストへの真の信仰によって生きるためにはどうすればよ

いのでしょうか。 

 先週の福音のパンの奇跡を経験した人々は、イエスを追って自分たちの王と

しようとしたのです。そのような人々動きを察したイエスは、再び山の中に身

を隠されたことが、先週の福音の終わりに語られていました。その先週の福音

と今日の福音の間には、一人山に退かれたイエスは、時を経て、弟子たちが乗

り組んだ舟の後を追うようにして、湖の上を歩かれ、弟子たちの舟に乗り込ま
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れたことが語られています。イエスはこのようにしてガリラヤの湖を渡られた

のです。人々がイエスを追い求めて、湖を渡ってその向こう岸で出会ったイエ

スはこのようなイエスです。けれども、その人々はイエスとその弟子が渡った

ようには、本当には湖を渡りきれてはいないのです。 

「あなたがたがわたしを捜しているのは、しるしを見たからではなく、パン

を食べて満腹したからだ」というイエスのおことばは、そのような人々の姿を

示しています。イエスを探し求め、真実イエスと出会うためには、この世のパ

ンのみを求め、そのようなパンを与えてくれる王を求める、わたしたちが生き

る現実の此岸の淵を越えて、イエスが弟子たちとともに渡られた、信仰の彼岸

にイエスの後を追わなければならないのです。 

 

 「朽ちる食べ物のためではなく、永遠の命に至る食べ物のために働きなさい。」

と今日の福音でイエスは語りかけておられます。この世の生を養うためにわた

したちは皆、懸命に働いています。働いても、働いても、この世の生を支えき

れない不安にわたしたちは付きまとわれています。 

そのようなこの世の生を生きるわたしたちの心に、今日のイエスのこのみこ

とばが意味を持つものとして響き渡るとすれば、それこそが奇跡と呼べること

ではないでしょうか。「朽ちる食べ物のためではなく、永遠のいのちにいたる食

べ物のために働きなさい」。このイエスのみことばがわたしたちの内に衝撃の波

紋を広げるとするなら、わたしたちは確実に奇跡を体験しているのです。この

ような社会の中で今日の福音が招くイエス・キリストのみことばへの信仰をわ

たしたちのものとすること自体、神のみわざ、神によってもたらされた奇跡と

しか言いようがない事柄であるのではないでしょうか。わたしたちはそのよう

な、神の恵みとしての信仰の世界に招かれているのです。そしてこの神の恵み

によって招き入れられた信仰の世界に生きはじめたときから、わたしたちはこ

の世の朽ちる生のための食べ物とは別に、永遠のいのちに至る食べ物のあるこ

とを知ったのです。永遠のいのちとはこの世の生の果てにわたしたちがあわく

夢見る、陽炎のような世界なのではありません。永遠のいのちとは、この世を

生きるわたしたち一人ひとりの奥深くに全てのいのちの創造主である神が埋め

込んでくださった無限の可能性です。わたしたちが自己のいのちの源である神

と相対して向かいあるとき、私のたち内から表れ出る、わたしたちのいのちの

真の姿です。 

 イエスが「わたしはいのちのパンである」と言われるとき、そのいのちとは

このような永遠のいのちであり、イエスご自身,わたしたちがそのいのちを見出

し、そのいのちを生きるためのいのちパン、いのちの糧であると言っておられ

るのです。イエスを信じ、イエスに結ばれ、イエスのいのちのことばがわたし
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たちの中に脈打ち始めるとき、わたしたちは永遠のいのちに向かって生き始め

るのです。 

 「わたしはいのちのパンである」と言われるイエスのこの世の生を支えた食

べ物とは、イエスが父とお呼びする神のみ旨を行うことであり、イエスの飲む

杯とは,父なる神のみ旨としてイエスが受け止められた、イエスの十字架の受難

の杯であったことを思い出さねばなりません。 

「わたしのもとに来る者は決して飢えることなく、わたしを信じる者は決し

て乾くことはない」。今日の福音の結びでイエスはこうわたしたちを招いておら

れます。イエスを信じるとはいのちの交わりのうちにイエスと結ばれることで

す。イエスが食べ物としたものをわたしたちの食べ物とし、イエスが飲みもの

としたものをわたしたちの飲みものとすることによって、わたしたちはイエス

とのいのちの交わりに導かれます。そしてそのためにこそ、イエスはわたした

ちの食べ物、わたしたちの飲み物となってくださるのです。わたしたちの食べ

物、わたしたちの飲みものとなってくださったイエスのいのちに結ばれ、イエ

スのいのちに生かされて、わたしたちもイエスのように父なる神のみ旨に従っ

て生きて行きたいと思います。この世の生の果実への飢え乾きに悩まされつつ

も、イエスのいのちと結ばれることによって、それに尽きるのではない、わた

したちのいのちの真の充足を喜び味わう恵みを祈り求めて行きたいと思います。 


